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297億16百万円　前年同期比 23.3％ ➡

中間 期末（単位：百万円）

4,990

6,120
（予想）

第61期
2025/9

第62期
2026/9

第58期
2022/9

3,777
4,398

3,858

第59期
2023/9

3,880

第60期
2024/9

2,305
1,4431,824

2,712
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43億98百万円　前年同期比 90.8％ ➡
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親会社株主に帰属する中間純利益
7億13百万円　前年同期比 44.6％➡
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自己資本比率
52.4%　前期末比 2.2ポイント ➡

研究開発費 設備投資額（単位：百万円）

第61期
2025/9

第62期
2026/9
中間期

第58期
2022/9

1,509

第59期
2023/9

第60期
2024/9

3,3443,4013,184
2,485

1,423

2,392
2,686

3,652
7,150

研究開発費 設備投資額
15億9百万円 14億23百万円

証券コード：4554

第62期 中間株主通信
2025.10.1−2026.3.31

約半世紀、
女性たちの笑顔のために
富士製薬工業は世界の女性のwell-beingの向上に貢献します

● 女性医療・バイオシミラーの伸長により、前年同期比売上23.3％増・営業利益90.8％増の大幅増収増益を達成
● 販売拡大と収益性の高い製品構成へのシフトに加え、研究開発費の下期への後ろ倒しにより、売上総利益・営業利益ともに大幅増
● ‌�投資有価証券評価損を計上（第1四半期：2,457百万円、第2四半期：1,062百万円）

POINT

財務ハイライト 詳細はこちらからご確認ください。
https://www.fujipharma.jp/ir/highlight/

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

2026年9月期 中間配当金

利益配分に関する基本方針

主力製品の販売は概ね順調に推移
しており、財務の健全性等を総合
的に勘案した結果、中間配当の見
直しを行いました。2026年9月期
の1株当たり中間配当金は23円と
し、前回予想（21円、2025年11月
11日公表）から上方修正しており
ます。

当社は、安定的かつ継続的な株
主還元を目的として、営業利益
ベースで配当性向30％を目安
とした配当を基本方針とし、合
わせて累進配当を採用してお
ります。

23円1株につき
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富士製薬工業株式会社は、医療用医薬品の開発・製造・販売を行う製薬会社です。
1965年の設立以来、“成長”と“貢献”を軸とした経営理念のもと、人々の痛みや障害の改善・克服に

役立つ医薬品を届けることで、社会に貢献してまいりました。
当社は「女性医療」「バイオシミラー（BS）」｢グローバルCMO」を中核とし、加えてその他の領域も

含めた製品群を通じて、多様化・高度化する医療ニーズに応えるべく事業を展開しています。

株主の皆さまには、日頃より当社事業へのご理解とともに多大なるご支援を賜り、厚く御礼申し 
上げます。

当社は現在、中期経営計画のもと、「女性医療」「バイオシミラー（BS）」「グローバルCMO」という 
三つの事業を成長の柱に据え、社会課題の解決と持続的な企業価値向上の両立に取り組んでいます。
女性特有の健康課題に対する医薬品の提供や、医療の質を維持しながら医療費の適正化に貢献する
バイオシミラーは、いずれも現在のみならず今後の社会においても重要性が一層高まる分野であり、
当社の存在意義は大きいものと考えています。

当中間期、これらの重点領域を中心に概ね順調に推移しており、通期業績および中期経営計画の 
達成に向けた進捗は順調に推移しています。社員一人ひとりの挑戦と現場力の向上、そして事業の 
選択と集中を進めてきた成果が、数字として表れ始めていることを心強く感じています。

一方で、世界情勢に目を向けると、イラン情勢をはじめ地政学的リスクの高まりや、サプライ
チェーンを取り巻く不確実性など、経営環境には依然として懸念すべき要素も存在します。当社とし
ては、こうした外部環境の変化を冷静に見極め、安定供給の確保、リスク耐性の強化に継続して取り
組んでまいります。

中期経営計画の達成はゴールではなく、長期ビジョン2035の実現に向けた重要な通過点です。 
社会から必要とされ、信頼され続ける企業であるために、成長と貢献の好循環を生み出す経営を着実
に実行してまいります。引き続き、長期的な視点で当社の歩みを見守っていただければ幸いです。

重点領域への集中が、
着実な成長と企業価値向上に
つながっています。

トップメッセージ

詳細はこちらからご確認ください。
https://www.fujipharma.jp/company/overview/#anchor01わたしたちの事業

領域別業績
月経困難症や更年期障害、不妊症など、女性のラ

イフステージに幅広く寄り添う医薬品を提供して
います。半世紀以上にわたる女性医療分野での経
験と、専任MRによる情報提供を通じて、本領域に
おける専門性と信頼を築いています。

当中間期は、将来のパイプライン拡充に向けた
ゲデオン・リヒター社との戦略的協業の契約締結
や、社会的な要請が高まっていた緊急避妊薬の
OTC製品の承認取得など、将来の成長を見据えた
投資と社会の需要に応える取り組みを進めました。

グローバルCMO事業では、タイのグループ会社
OLIC社および富山工場を拠点に、国内外の製薬企
業向けに医薬品の受託製造を行っています。製造
難易度の高い注射剤やホルモン剤にも対応し、安
定供給と高品質を強みとしています。

また近年は、CMO※1にDevelopment（開発）機能
を加え、より幅広いニーズに応えるCDMO※2体制
へと事業基盤を進化させています。
※1 CMO：�Contract Manufacturing Organization（医薬品受託製造機関）
※2 CDMO：�Contract Development and Manufacturing Organization 

（医薬品開発製造受託機関）

バイオシミラーは、医療の質を維持しながら、患
者さんの医療アクセス向上や国の医療費適正化に
貢献する重要な役割を担う製剤です。

当中間期は、2025年9月に承認を取得した3製
品について、販売開始に向けた契約締結を進め、 
うち1製品では日東メディックとの販売プロモー
ション契約のもと、すでに販売を開始しています。
残る2製品についても、2026年中の薬価収載およ
び販売開始に向けて、順調に準備を進めています。

その他の領域では、これまで当社の事業を支えて
きた造影剤をはじめ、消化器領域や血液内科領域に
おける医薬品など、医療現場の幅広いニーズに応え
る製品群を展開しています。とりわけ造影剤は、診
断や治療を支える重要な役割を担い、長年にわたり
当社の安定した事業基盤を形成してきました。

女性医療やバイオシミラーに加え、こうした必要
とされる領域においても、専門性を活かした医薬品
の提供を通じて、社会に貢献しています。

女性医療 44.3%

16.0% 33.4%

6.2%

グローバル
CMO

バイオシミラー
（バイオ後続品、BS）

その他

優れた医薬品を通じて、人々の健やかな生活に貢献する
富士製薬工業の成長は、わたしたちの成長に正比例する

経営理念

2026年9月期
（中間期）
売上高構成比

用 

語 

集

医薬情報担当者の略称で、
医薬品の適正使用ならびに薬物療
法の向上に貢献するために、医薬品
の品質・有効性・安全性等の情報活
動を行う医薬品情報の専門家です。

MR バイオ医薬品はバイオテクノロジー（遺伝子組み換え技術や細
胞培養技術）を用いて創製される医薬品です。バイオシミラーは、特許が切れた先行バイオ医
薬品と同等性/同質性を示す後続のバイオ医薬品です。臨床試験を含む多くのデータによっ
て、先行バイオ医薬品と同じように使えることが示されています。先行バイオ医薬品よりも
安価なため、患者さんの経済的負担や日本の医療費適正化に貢献することが期待されます。

バイオシミラー（BS）

代表取締役社長　森田 周平
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2025年 2026年
10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000
（円）

株価

2026年3月31日
株価：2,368円　PBR：1.20倍

2025年12月
日銀利上げ

2026年2月
米国とイスラエルによる
イランへの軍事行動が開始2026年2月

衆議院解散総選挙
2025年10月
日本初の
女性首相が誕生

中間トピックス
月経困難症治療剤 

「アリッサ®配合錠」長期処方解禁
月経困難症治療剤「アリッサ®配合錠」は、
2025年12月1日より処方日数制限が解
除され、長期処方が可能となりました。 
通院回数の低減により患者さんの負担が
軽減され、治療継続性の向上が期待され
ます。

先行品メーカーとの特許に関する 
契約締結（バイオシミラー3製品）
バイオシミラー製品の上市に向け、先行
品メーカーとの特許関連の合意を進めま
した。2025年9月に承認を取得した3製
品すべてについて契約を完了し、上市確
度の向上と安定供給体制の構築を図って
います。

2026年9月期（中間期）  
業績予想修正
2026年9月期（中間期）は、主力製品の販売が想定を
上回り収益性が向上したことから、当中間期および
通期の売上高、営業利益、経常利益の業績予想を修正
しました。一方、保有するAlvotech Holding S.A.株式
の株価下落により評価損を計上したため、親会社株
主に帰属する当期純利益の予想を下方修正しました。

緊急避妊薬「レソエルⓇ72」 
販売開始（OTC医薬品）
緊急避妊薬「レソエルⓇ72」は、スイッチ
OTC医薬品として製造販売承認を取得し、
2026年3月より販売を開始しました。必
要なときに医薬品へアクセスできる環境
づくりを通じて、女性の健康と社会的要
請に応えます。

2025年10月から2026年3月にかけて、国内外の社会・経済情勢は大きく動きました。日本では女性初の首相が誕生し、あわせて衆議院の解散総選挙が実施され
るなど、政治の節目を迎えました。金融面では日本銀行が利上げに踏み切り、長らく続いた金融環境に転換の兆しが見られました。こうした中、日本株式市場は
進展する企業改革や期待感を背景に、2025年11月にTOPIXが最高値を更新しました。一方、海外では米国によるベネズエラへの軍事行動や中東を巡るイラン
情勢の緊張など、地政学リスクが続いており、世界全体として先行きの不透明感が高い状況が続いています。

世の中の情勢
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丸の内キャリア塾 スペシャルセミナーへの協賛･登壇
　当社は、日本経済新聞社メディアビジネスが主催する「2026年 
女性の健康週間 丸の内キャリア塾 スペシャルセミナー」に協賛し、
当社代表取締役社長・森田周平が登壇しま 
した。
　登壇では、「女性の健康とキャリア―個人
と企業が向き合う視点」をテーマに、対談を
通じて、女性の健康課題がキャリア形成や社
会的背景とどのように関わるかを考えると
ともに、女性医療に取り組む企業と
して当社が大切にしてきた視点を
お伝えしました。

株主メモ
事業年度 毎年10月1日から翌年9月30日まで
定時株主総会 毎年12月開催

基準日
定時株主総会：毎年9月30日
期末配当金：毎年9月30日
中間配当金：毎年3月31日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日

公告方法
電子公告(当社ホームページに掲載) 
https://www.fujipharma.jp/ir/announce/
ただし、事故その他やむを得ない事由がある 
場合には、日本経済新聞に掲載します。

株主名簿管理人および 
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号 
三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人 
事務取扱場所

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号 
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

郵便物送付先

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号 
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
電話照会先 0120-782-031
受付時間 9：00～17：00（土・日・祝日および12/31～1/3を除く）
ホームページ 
https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/

上場証券取引所 株式会社東京証券取引所 プライム市場

株式の状況 （2026年3月31日時点）女性医療という社会課題を 
事業として解決する

当社は「女性医療」を成長戦略の中核に据え、医薬品の提供にとど
まらず、女性の健康に関する正しい情報を社会に広く届けることも、
重要な役割の一つと考えています。

また、女性医療という社会課題の解決には、それを支える人財の 
存在が不可欠です。当社では「女性医療貢献に必要な人財の強化」を
マテリアリティとして明示し、社会課題への貢献を起点に、事業戦略
と人財戦略を一体で推進しています。こうした考えのもと、2025年
10月から2026年3月にかけて取り組んだ主な活動をご紹介します。

健康経営優良法人2026（大規模法人部門）認定取得
　当社は、優良な健康経営を実践し
ている法人として「健康経営優良法
人2026（大規模法人部門）」に認定
されました。人的資産を中心においた「人を大切にする」経営を会
社経営の原点とし、社員一人ひとりが心身ともに健康で、いきいき
と仕事に取り組める就業環境づくりに取り組んでいます。

分布状況 （2026年3月31日時点）

会社概要 （2026年3月31日時点）

社名 富士製薬工業株式会社
英文社名 Fuji Pharma Co., Ltd.
主な事業内容 医療用医薬品の開発・製造・販売
本社所在地 〒102-0075　東京都千代田区三番町5番地7
設立年月 1965年4月
資本金 55億5,591万9,505円

従業員数
連結1,785名

（富士製薬工業：970名、OLIC：815名）
（2026年3月31日時点）

大株主（上位10名） （2026年3月31日時点）

株主名 持株数（株） 持株比率（％）
有限会社FJP 4,307,000 16.47

今井 博文 3,052,750 11.68

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 2,986,800 11.42

新井 規子 1,240,000 4.74

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 1,236,196 4.73

Lotus Japan Holdings合同会社 1,219,300 4.66

株式会社Yamhill Sciences 1,000,000 3.82

CACEIS BANK/QUINTET LUXEMBOURG 
SUB AC/UCITS CUSTOMERS ACCOUNT 483,800 1.85

BBH BOSTON CUSTODIAN FOR JAPAN EQUITY 
PREMIUM FUND OF UBS UNIVERSAL 620373 450,000 1.72

今井 道子 446,000 1.71
（注）1.�当社は、自己株式395,643株（発行済株式総数の1.49％）を所有しておりますが、

上記大株主からは除外しております。また、上記持株比率は自己株式を控除して計
算しております。

2.�上記ほか、役員向け株式交付信託の信託財産として、三井住友信託銀行株式会社
が25,696株保有しています。なお、当該株式は連結貸借対照表において自己株
式として処理しております。

発行可能株式総数 56,440,000株

発行済株式の総数 26,541,100株

株主数 10,847名

株式分布状況

所有株数別の
株主分布状況

■ 個人・その他 9,484,543株 35.74％
■ 金融機関 4,579,796株 17.26％
■ その他国内法人 7,548,534株 28.44％
■ 外国人 4,172,275株 15.72％
■ 金融商品取引業者 360,309株 1.36％
■ 自己名義株式 395,643株 1.49％

■ ～499株 9,293名 85.67％
■ 500～999株 591名 5.45％
■ 1,000～4,999株 734名 6.77％
■ 5,000～9,999株 90名 0.83％
■ 10,000～49,999株 96名 0.89％
■ 50,000～99,999株 14名 0.13％
■ 100,000～499,999株 22名 0.20％
■ 500,000株～ 7名 0.06％

※1

※2

※1 「1単元以上5単元未満株主数＋単元未満株のみ所有株主」⇒7,039＋2,254＝9,293
※2 「1,000単元以上5,000単元未満株主数」＋「自己名義株式（株式数:395,643）株主数」

⇒21+1＝22

株主さまアンケート

ご回答いただいた方の中から抽選で
薄謝（QUOカードPay500円）を進呈させていただきます

https://www.e-kabunushi.com

①下記ＵＲＬにアクセス
②アクセスコード入力後にアンケートサイトが表示

アクセスコード 4554

アンケート実施期間:本紙がお手元に届いてから約2か月間です

アンケートのお問い合わせ：「e-株主リサーチ事務局」  MAIL info@e-kabunushi.com

本アンケートは、株式会社リンクソシュールの提供する「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします
https://www.link-ss.co.jp/

QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です

ハルノヒ スマイルプロジェクトへの協賛
　当社は、更年期症状を個人の悩みとし
てではなく社会課題として捉え、正しい
理解と適切な医療につなげることを目
的とした「ハルノヒ スマイルプロジェ
クト」（主催：朝日新聞社メディア事業本部）に協賛しています。情
報発信や受診行動の促進を通じて、更年期に悩む女性が前向きに
日常を送れる社会づくりに貢献しています。
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